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概要

代表性を担保できる広域での高分解能観察・分析で合金触媒設計に貢献いたします。

統計処理を可能とする
触媒ナノ粒子の多粒子組成・形態自動測定

Cat.No 3D5J-004-00-251016

高分解能EDX１)マッピングデータの自動取得により、複数視野を連結し数千～数万個の触媒粒子の円相当径分布、EDX
組成比の統計的解析を実施できます。

● 触媒粒子：CoコアPtシェル、カーボン担体：MPC2)

固体高分子形燃料電池（PEFC）触媒層の多粒子解析例
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コアシェル構造

１） EDX（Energy Dispersive X-ray Spectroscopy） : エネルギー分散X線分光法

２） MPC：メソポーラスカーボン

３） HAADF-STEM：高角度散乱環状暗視野走査透過顕微鏡

● 低倍HAADF-STEM3)像
3x7（21）視野を連続して撮影・EDX分析を実施

● 連結画像（HAADF-STEM）と円相当径に対する粒子ラベリ
ング結果

● STEM-EDXによるPt, Coのマッピング結果（at.）
複数視野の連結のため分析分解能の低下はなくコア
シェル構造も明瞭に確認できる 

● 数千個以上の触媒粒子の円相当径とPt組成の相関、
円相当径の分布などの評価結果例


